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若干の議論
組合：フレックスタイム制の変更で、総括電気所に適用としているが、職場は

どこにあるのか。

会社：新幹線鉄道事業本部、静岡支社、東海鉄事、関西支社それぞれの現業機

関にある。

組合：感染症り病の場合の取扱いについて、何か変わるのか。

会社：就業規則第１３５条の「本人」が追加となるだけで、取扱いは変更ない。

組合：社員証・職務乗車証等の一体化及び購入券のスマートＥＸ化についてだ

が、どんな扱い方になるのか。

会社：スマートＥＸはクレジットカードを登録してもらう。新幹線は１００回

使える。往復だと２回になる。

組合：購入券はどう使うのか。

会社：在来線の特急などに使う。購入券で新幹線特急券は買えない。計４０枚

配布する。
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202１年度労働協約改訂及び労働条件改善第８回団体交渉

本部は本日、「２０２１年度労働協約及び労働条件改善に関する申し入れ」に対す

る第８回団体交渉を行いました。

今団交では、７回の交渉を踏まえ、会社の回答が示されました。しかし、ＪＲ東

海労が要求した社員の切実な要求は１つも通らず、回答は会社にとって痛くも痒く

もないものでした。回答事項は以下の通りで、内容は別紙を参照して下さい。

１．フレックスタイム制の変更

２．短日数勤務制度の拡充

３．有期労働契約社員等の育児休職及び介護休職要件の変更

４．感染症り病の場合の取扱いの変更

５．在宅勤務要件の追加（試行）

６．社員証・職務乗車証等の一体化及び購入券のスマートＥＸ化

７．接客制服の統一

８．妊産婦用制服の支給要件緩和

９．障害特別補償の支給対象拡大

本部は、要求に対し会社が誠実に応えないとして、再申し入れを提出します。
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組合：新幹線と在来特急を乗り継ぐ場合は、スマートＥＸと購入券とそれぞれ

２回使うのか。

会社：そうである。

組合：カード化すれば不正乗車ができなくなるので、新幹線から他社の在来線

改札の使用もできるはずだ。

会社：そうなると思うが、現行の通りとする。

組合：取扱いが大幅に変更になるので、社員には分かりやすい説明をすること。

会社：了解。

組合：接客制服だが、要するに新幹線乗務員は在来線と同様になるということ

か。

会社：その通りである。

組合：開襟シャツの上に事由に上着を着脱できるように要求したが、それはし

ないのか。

会社：そうだ。

組合：制服の扱いを変えるというのだから、要求を受け入れたらどうか。

会社：回答通りだ。

組合：我々の要求は１つも通っていない。持ち帰り検討し、再申し入れを行う。

会社：了解。

以 上
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